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論文審査の結果の要旨 

この博士号請求論文は、国際的な供給網が進展している中で、直接投資やアウトソーシングが経済に与える影響に関

する実証研究であり、三本の論文から構成されている。 

第一論文の”the magnitude of outsourcing in developing economies and its impact on productivity in the 

manufacturing sector”は、アウトソーシングと直接投資の受け入れ国における生産性への効果を比較検証している。

2000年から2012年にかけて115カ国の発展途上国のパネルデータを作成し、固定効果モデルで推定したり、dynamic 

modelをGMMで検証したりしている。そこからアジアの発展途上国やサブ・サハラアフリカ諸国においては、生産への

影響において、アウトソーシング効果が直接投資効果より大きな影響をもたらす結論を得ている。しかしラテンアメ

リカ、中東地域、アフリカ北部地域においては、直接投資の効果がアウトソーシング効果より2倍の効果をもたらす 

結論を得ている。 

 

第二論文の”political stability and FDI in SADC: a love-hate relationship”では、南アフリカ諸国13カ国の1996

年から2013年までのパネルデータを作成して、直接投資への影響を、6つの推定方法を使って検証している。アフリカ

諸国の直接投資を考える際に特に注目している要因として、政治的安定性に注目して分析をしている。実証分析から

得られる結論として、直接投資と政治的安定性の間にはnon-linearな関係があることを導出している。すなわちある

水準の政治的安定性が満たされるまでは、直接投資は減少傾向にあり、その水準を超えると直接投資が増大するとい

う結論を得ている。ただしアフリカ諸国の場合、国の特殊事情が大きく、本章においてもoutlierとして、アンゴラと

コンゴ共和国を取り上げて、その特殊性についても独自の説明を与えている。 

 

第三論文の”The determinants of Japanese FDI outflows”では、日本の直接投資の決定要因を異なった推定方法を用

いて詳細に検討している。これまでの研究において貿易と直接投資の関係は、直接投資が水平的な関係にある産業に

投資されるケースの場合には、代替的関係になり、直接投資が垂直的関係にある産業に投資されるケースの場合には

補完的関係になるとされているが、本研究においては直接投資と貿易との関係は、直接投資が産業だけでなく国によ

っても異なる、換言すれば代替的関係は、水平的産業並びに垂直的産業においても起こりうることを示している。ま

た日本の直接投資の決定要因として、これまで主張されてきた為替レート要因だけでなく、受入国の市場規模や経済

発展度などにも影響することを、データからも確認している。さらに新しい国に直接投資を行う場合、特に影響する

要因として、media coverageを重視して、説明変数に加えている。これは他の研究に見られない著者独自の見解とし

て評価される。 

最近のグローバリゼーションの進展の中で、貿易構造も変化し、value chainの枠組みが拡大して、工程間による貿

易が盛んになってきている中で、アウトソーシングや直接投資が果たす役割も、自ずと変化を求められてきている。

本論文は、そのような構造変化の中で、この分野の先行研究を詳細に検討し、豊富なデータを収集して、高度で最新

の計量分析方法を駆使し厳密な分析を行って、信頼できる結果を得ており、この分野の研究に新たな知見を加え、貴

重な学術的貢献をしていると評価できる。よって審査委員会は一致して、この学位請求論文が、博士（国際公共政策）

の学位を授与するのに十分値するものであると判断する。 

 


